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派遣留学プログラム月間報告書 

(報告期間：2017 /2/1  ～  2/28  ) 

                                               

１．勉学の状況 

 

 まだ学科が始まって 1 週間と少しといったところなので、まだ多くのことは言えませんが、

やはり大学の講義のスタイルが日本のそれと大きく違うことに驚きました。より少人数で双方

向型の講義となっていて、題材に対して頻繁に自分の意見を求められます。またマーケティン

グの講義ではいきなりグループでのプレゼンテーションが課されました。周りは当然すべて外

国人なので、彼らと英語で議論して、協力し成果をまとめる過程で、自分の力不足を嫌という

ほど痛感します。 

 

 時間割の組み方も日本とは大きく異なり、一週間ほぼ毎日講義があり、2 ヶ月しない間に単

位を習得することになっています。これはいいなと思いました。前回の内容を忘れることがな

いので、短期集中で講義内容を習得できそうです。また、ゼメスターのあいだに連休ができた

りするので、その間に旅行に行く学生も多いようです。 

 

 いまのところ、すくなくとも自分には日本の大学のスタイルよりも、こちらの大学のスタイ

ルのほうが性に合っているな。という感想を持ちました。本格的に勉強がはじまるのはこれか

らといったところですが、今週からはプログラミングの講義にも参加できるので、日本での講

義とどう異なるのかいまから楽しみです。 

 

２．生活の状況 

 

 まず住環境は想像していたよりもずっと快適でした。すでにルームメイトが住んでいたので、

湯沸かし器やレンジが備わっており、キッチンには調理器具も一通り揃っていました。ただし、

ちょっとしたものが備わっていなかったり、そもそも店にもおいていないということもあるの

で、普段使う器具は日本から持っていくといいと思います。僕の例だと、コーヒードリッパー

というものはこの国に存在しないようでした。現地で買おうと思っていたのですが、みつから

ず、結局中国から取り寄せました。 

 

 僕は寮への到着からコースの開始までにだいぶ日があったので、他の留学生たちと仲良くす

る時間に恵まれました。すべてが英会話なので、楽しい集まりであっても、頭の中では必死に

食らいついていかないとならず、友人たちと別れたあとは毎晩バタンキューでした。最初はみ
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んなそうだった。2 ヶ月いればすぐ不自由なく喋れるようになるよと皆言いますが、ここに来

てもまだ英語の勉強は必要なように感じ、日々努力しています。 

 

 フィンランドでのインターネット環境は最高です。あらゆるところで wifi とコンセントが使

えるので、（スイスのように）友人とはぐれて連絡がつかなくなるということはなさそうです。

個室では有線 LAN が使えるので、5m 以上の LAN ケーブルを持参すると PC でのインターネッ

ト環境がより快適になると思います。また、スマートフォンも 100 ユーロで新品が買えます。

僕はよく携帯を壊すので助かります。（到着から 2 週間で破壊してしまい、だいぶこまりまし

た。） 

 

 友人のために生理痛の薬を探したのですが、薬は街に一つしか無い薬局にしかおいていない

ので、勝手がわからないと買うのは困難でした。また、いまだに洗顔料というものを見つけら

れていません。そして乾燥がひどく、化粧水が欲しくても日本のようにはいかず・・・・。い

まはニベアクリームを使っています。 

 

 一番日本が恋しくなる瞬間は、学食でのランチを目の前にしたときです。1.9 ユーロで十分

以上の量が食べられますが、味に関しては決して期待してはいけないといったところです。外

食は驚くほど高く、殆どの人はスーパーで食材を買って自炊しているようです。炊飯器を持ち

込んでいる人もよく見ますが、一緒に来た日本人の友人は鍋で器用にコメを炊いていました。

近くにアジアンストアもあるのですが、日本のものは味の素くらいしかおいていないので、醤

油や日本米（に近いもの）が欲しい場合は郊外の大きなショッピングセンターにいかなくては

なりません。 

 

 洗濯機は予約が必要ですが、予約が一杯でなかなか使えない・・・・といった状況には遭遇

していません。見慣れたアリエールの洗剤も買えるので、洗濯には困らないと思います。服は

H&M で安く買えそうですが、僕は日本でも体に合うサイズを探すのが難しいほうなので、服を

もっと持ち込めばよかったと後悔しています。 

 

 今回 Bluetooth スピーカーを持ち込みました。無駄なものを持ってきてしまったなと思いま

したが、ルームメイトがいつも大音量で謎の音楽を流して生活しているので、持ってきてよか

ったなと思います。ドアを閉めて自分の好きな曲を流せば快適にすごせます。 

 

 初めて海外に出て、日本の生活の便利さに気づきました。とくに、ちょっと気の利いた小物

が海外にはなく、日本の生活用品は偉大だったのだなと思い知らされました。日本から持って

きたものはすべて役に立っています。その逆に、海外で経験したことがすべて役に立っている

とあとで言えるような留学生活を送りたいとおもいます。   
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派遣留学プログラム月間報告書 

(報告期間：2017  /  4/1  ～  4/30  ) 

                                               

１．勉学の状況 

 

 ４月が終わったことで、フィンランドに来てまるまる３ヶ月を過ごしたことになります。時

の流れの早さを感じます。時間の流れの早さは、毎回のホームワークのデッドライン間近にも

感じます（笑）やはり課題の量が多いです。その代わりなのか、テストはかんたんで拍子抜け

しました。期末テストのようなものを受けたのですが、非常にかんたんなものでした。そのコ

ースだけなのかはわかりませんが、やはり重点はホームワークやグループワークに置かれてい

るようです。 

 Internatinal Marketing Management and Research と Cross-Cultural Marketing Management

という２つの大きなコースのホームワーク、グループワークをやりきり、なんとかメインのコ

ースは達成できたなと思っています。オンラインでのビジネスシュミレーターを使ったコンテ

ストや、テーマを定めたロールプレイのビデオ制作などを、英語で仲間とコミュニケーション

をとりながら行うので、ひとりで試験勉強をするよりもずっとハードに感じました。5 月に始

まるコースも少しだけありますが、4 月でフィンランドでのビジネスの勉強は一山を超えたか

なと思っています。 

 僕はわずか 1 ゼメスターだけの交換留学生ですが、この大学に通うフルタイムの学生がとて

もうらやましく感じました。彼らには僕達よりもはるかに多くの選択肢があるように見えるか

らです。また、文系の勉強を続ける中で、やはり化学などの理系学問への未練が、自分のなか

でふつふつと煮えていることを感じてしまいました。日本へ帰るまでの旅の間に、なにかしら

大きな決断をしなければならないのかもしれません。 

 

２．生活の状況 

 

 白夜を見ました。いや、白夜といっていいのか・・・・。昼のように明るいわけではな

いのですが、12 時をすぎても日が沈まず、夕暮れのような時間が延々と続く、フィンラン

ドの春を体験しました。仲間と湖畔のコテージを二晩貸し切ったときのことです。そこで

は森と湖とサウナをみなで楽しみ、夜通し語り合いました。きっと同じ面子でこうして過

ごすことは二度と無いのでしょう。５月になりました。フィンランドにも、友達にも、お

別れをするときがやってきました。僕も 5 月半ばから旅行を計画していますが、セイナヨ

キでの生活が終わってしまうことを考えると、とても悲しくなります。もちろんすべてが

理想的な留学生活・・・・とは行きませんでしたが、狭いならば狭いなりに。金がないな
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らば無いなりに。汚いならば汚いなりに。楽しみ、充実した毎日を送れました。そして時

間がないならば無いなりに、残り少ないここでの時間を有意義に使おうと思います。 


